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学 会 記 事

第 2 0 4 回新潟循環器談話会例会

日 時 平成7年9F13()‖ (L)

午後3時より

会 場 新潟大学医学部

第5講義室

Ⅰ. 一 般 演 題

1)血清 CKの上昇を伴わずをこTc-PPiシン
チ グラムで集積像をみとめた急性心筋梗塞

の2例

小玉 誠 鳩 伯 牧彦 鷹 畿 発露央)

なし､急性心肺梗塞cT)2例を経験 した.症例1は61才の男

I:lVF(-'lST_上.好をムJ二札 冠動脈造影で 糾PLに99

%狭窄をみとめた.血縁溶解療法の後,経過車のぬ酒CK

の最高値が 2OlL日 当院男iT-.濁'値 L13--272LT)であー･､

た.第5病[】ミ･こ行.･--､た Te-I)I)i-1ン+I/う人で下壁をこ

集横線をみとめた,症例2は心筋梗塞の既往がある87才

女性で胸痛出現の4時間後に入院 した.心電図で Vl14

の異常Q波と V2-5の ST上昇をみとめた.血清CK

の最高値は 57し日 女̀正常値 3(卜 165U)であった.第

5病Rに行--,た Tc-PPiシンチグラムで心尖部iこ集積

像をみとめた,心エコ-検査では症例 iの Tc-PPiの

集積した領域は壁運動が正常であった.血清 CKとTぐ-

PPiシンチグラムの所見の相遠が両検査法の感度の義

によるものか､心筋病態に起因するのか興味深い.

2) 5年間の心痛賓変化を観察 した Wel-nCr

症候群の 1例

高野 諭 ･和栗 暢生
∴∴十 十

成人型早老症で常染色体劣性遺伝性疾患であるたし､-

んまIlな Werner症候群を経験 した.

本症は1904句三に Wernerにより報告され 日本では

現在まで約300例の報告があるにすぎなし､,

高齢者に伴･')老化現象とたいへんよく似た変化を若年

齢時より認れ 老化現象が急速に進行し平均寿命はJ17歳

とされている.主たる死関は悪性膝覇王動脈硬化性血管

障害である,

今回我々は38歳.男性cT)Werner症候群LJT)心病変進

行度を5年間にわたり観察Lた.人動脈弁石軟化に､よる

大動脈弁狭窄症が主体であ---1たが.僧帽弁輪石軟化も高

度で5年間で弁膜症は急速iこ進行した.本症の弁膜症手

術を考える場合,病変進行が早いことを念頭をこ注意深く

経過観察し,手術適応があ拙 f早期に手術すべきと考え

ら,

3)死亡個票をこよる急性心筋梗塞と突然死の実

態調査

田辺 靖貴

-.LL: ･∴ '､ i;∴ 十∴ :∴ ! .

[目的】新発田地区における突然死上急性心筋梗塞死

LJT〕実態を明IL､かにする.【対象およこド方法】新発E･･･目地l亘

発症後2服用ミ旺小畑こ死亡した急性心筋梗塞疑い例および

確診倒 しAh/71群)(3()例)とで､発生場所 ･月･時刻

虹L:の発症要榔･こ-'→いて両群問で比較検討した.【結果】
① 両群ともに性差に関わらず加齢とともに死亡率が増

加した.(牟Sl)群は日宅死亡が多く発症かi､)死亡まで

の時間が短い傾向にあ･-,た.♂ 80歳H l二と未満では発

症時刻が異なる傾向をこあった ㊨ SD 群は冬から春に

かけて多かったが AMl群では季節差はなかった.(葺Sl)

傾向があった.【総括】(PSD 群と A丸tl群では発症要

因が異なる傾向をこあった.② 心肺蘇生の普及により突

然死が減少し,死亡原因が明らかをこなる可能性があると

考えられた.

4)新潟市 ･長岡市における急性 心 拍 梗 塞 , 突

然死発症調査 (中間報告)

佐藤 匡･林 千治
田辺 直仁 ･開 票緒 r;.IJI:･･lf.i.r∴
相沢 義房･和泉 徹
柴円 昭 し同 第---内科)

【日的】新潟市と長岡市iこおける急性心筋梗塞 (AMt)

の発症率を.突然死 (SD)中の AMlを加え推定する.

【方法】対象は,新潟,長岡市の25-64歳在住者.令

医療機関から疾患の発症通知を受軌 か レテ調査を行い


